A Study of A View from the Bridge : On Eddie Carbone's Breakdown by 辻, 久也
15 
『橋からの眺め』論考ーエデイ@
カルボーンの崩壊について
辻 久 也
A Study of A View fro1n the Bridge 
-On Eddie Carbone's Breakdown 
日isaya TSU]I 
Arthur Mi山1巴ぽrの戯曲 A Vi防eι側仰u叩vfro勺01附?叫包 theBアガidge は， 彼の『家庭劇論」
Drama"が書かれた年(1955年) に発表されたということで重要な意味を持っている。というのは，‘'The
F且milyin Modern Drama" はギリシャのポリスの概念に基づいて書かれたものであり，また A View 
from the Bridgeはポリスの概念を具体的に表現したギリシヤ悲劇的作品であるからである。
この戯曲は，人種的問題を内包し， その苦悩が深酷な米国の一地域での出来事lζ題材を求めている O す
なわち，主人公 EddieCarboneが，姪 Catherineと近親相姦の関係に陥り，そしてまた，彼の妻の従兄
弟の Sicilyからの不法入国を移民局に密告するという事件を引起すことによって，彼自身破滅していくとい
った内容の物語である。
作者 Millerがこの作品によって措こうとしたことは， 地域社会の生活者 Eddie が近親相姦， 密告と
いう事件を起こすと同時に，自己崩壊し，そして社会も彼を抹殺しようとするポリス的生活共同体についてで
ある.
私は，この論文において， Ecldi巴がどのような過程を経て白己崩壊していくかということについて，極
力物語の流れにそって考察し，分析していくものである.
本論
Arthur Miller(1915ー 〕の A Vielυ fァ口mthe Bridge 
は，彼の「家庭劇論J ("Th巴 Familyin Modern 
Dramaつが書かれた年 (1955年)に，発表されたとい
う乙とで重要な意味を持っている. というのは，彼の
「家庭劇論』はギリシヤのポリス (polis)の概念に基
づいて書かれたものであり，また A れew from the 
Birdgeは，ポリスの概念を具体的 lこ表現した，ギリ
シヤ悲劇的作品であるからである.すなわち，乙の作
品は，現代における「ギ、リシヤ悲劇的戯曲」なのであ
る.Miller は，乙の作品の弁護士 Alfi巴討をコロス
(chorus)的役割として用いギリシヤ人の精神的支柱
であった生活共同体ポリスにおける法律 (law)と正義
(justice)の問題を状況を変えて論じているのゼある。
1955年に A View from the Bridgeの初版が発表さ
れた時， 乙の作品は一幕の戯曲であった. ところが，
Millerは，この初版l亡対して不満の意を表明し， 1956年
にこの作品を二幕の戯曲に改作した Mill巴rはこのこと
について大要次のように言っている. I私は改訂版にお
いて“originalfrieze-like character"を修正した.J 
Millerは，改訂版において， 初版ではいくぶん簡単に
扱われていた主人公 (EddieCarbone) 以外の人物に
目をそそぎ，彼等を“prominent"にしたのである.
さて，この作品の主人公 EddieC旦rboneは， Brook-
一lynBridgeの港湾労務者で，彼の妻の姪 Catherine
を幼い頃から父親代りとなって育ててきた. そして
Eddie の姪に対する愛情は，年を経るに従って，
正常なそれでなくなり， やがて恋愛感情的なものへと
変化してきている.それゆえに，彼は，彼女がもう一
人前の女性として社会へ白て行く年頃なのに，彼女の就
職を認めようとはしないのである.一方彼の妻Beatrice
は，乙ういう夫の微妙な心理状態に気付いているので，
二人の関係は当然のこととしてよくないが，それでも，
Eddie家の三人は，危険ながら，どうにか乙うにかバラ
ンスを保持して生活している.ところが，彼の妻の従兄
弟 Marcoとその弟 Rodolphoが Sicilyから不法入国
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してきて， Eddie家で生活するようになると，彼の家庭
のバランスは崩れはじめるのである Catherine は，
Rodolphoを愛しはじめるのである。 Rodolphoは，万
事女性的で，歌を歌い，料理，裁縫の才能を持ってい
る Eddieは， Rodolphoのそういった点に対して快く
思っていないのである。そして， Eddieは，彼女の愛情
を是が非でも自分の方へ留めておこうとして，彼等の恋
愛を死lと物狂いで妨害するのである.そ乙で彼はつい
l乙乙の地域では許されないことをしてしまうのであ
る.すなわち，彼はl¥I[arcoとRodolphoの不法入国を
移民局へ密告してしまうのである.二人が逮捕されて行
く時s 隣人達の前でl¥I[arcoに卑劣な行為を非難された
Eddieは，その後まもなくして出所してきた Marcoに
前言の仕返しをしようとする.彼等は格闘し，ついに
Eddieは，自分の振りかざしたナイフで， Marco によ
って刺殺されてしまうのである.乙の作品は大体以上の
ような内容の物語である.
乙の物語の語り手である Alfieriによると， Eddieの
住んでいる Red Hook Brooklyn ば，かつては "an
uncivilized neighborhood"であったが， 今日では，
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“quite civilized， quite American"なのである.しか
し，乙の地域には，まだSicilyの古い世界の倫理観正
義;1' 義理，人情ーと Alfeiriなどによって示される新し
い世界の倫理観一法律ーとの不分明な混在が見られるの
である.そして，Alfieriは， Eddieを，今日の“civilized
Brooklyn"において，全くユニークな数奇な運命を辿る
者として読者(観客〕に紹介して行くのである.
Eddieとその妻 Beatriceの会話は，作品を通じて，
ほとんど Catherineに対する事柄からなりたっている。
すなわち，彼らは， Catherin日の事で， 終始日匡みあっ
ているのである.Eddie は， Beatrice Iと， Catherine 
をいとおしむ気持，及び自己の彼女に対する愛情の正当
性を執拘lて主張している.彼が Catherin巴の世間への
門出を認めないのほ，彼によると，隣人逮が“bad"で
あり，また彼らの社会的地位が“inferior"だからなので
ある.
ととろが一方Beatriceは， EddielC， Catherin巴はも
う子供ではないζ とを強調している.彼女は Cathe-
rine に， Eddieの影響力を逃れるように警告し，また
Rodolphoとの結婚を認めようとしているのである.乙
の理由は Beatriceは， Catherine Iと対しても，ま
たRobolphoIこ対しても血縁関係であるがゆえに，彼ら
を好意的にながめているからあり，また彼女が， C呂th巴
erin巴l乙対して Eddieのような歪んだ愛情を持たず，女
にとって結婚，家庭というものがいかに重要であるかと
いう ζ とを充分認識しているからである.ところが，先
にもふれたように， Eddieは， Catherin自に対してた
久也
だならぬ感情を持っており，また彼lとは“abnormal"な
男である RodolphoI乙対して憎しみとそれとは相反す
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るhomosexuality的な感情，すなわち愛憎並存の気持
があるからである.
Eddieが Catherineに対して激しい愛情を抱く一つ
の理由は，彼が BeatriceIと不満を感じているからでは
ないか.Catherineは， Eddie I乙同情して，次のように
Beatriceを批判している.
Then why don't she be a wo立lan? If 1 was a 
wife 1 would make a man happy instead of goin' 
at him all the tim巴.1 can t巴1Ia block away when 
he's blue in his mind and just wants to tall王 to
somebody quiet and nice.... 1 can tell when 
he's hungry or wants a be号rbefore he ev巴nsays 
anything. 1 know when his feet hurt him， 1 
mean 1 know him and now I'm supposed to turn 
around and m旦kea stranger out of him?部
上述の Catherineの叔母lこ対する批判は，彼女が
Rodolpho Iと諮ったものであるという点で重要な意味を
持っている。つまり，乙れは，彼女がもし Rodolphoと
結婚したら，自分は夫に対してどのような態度を示すか
という，彼女の家庭観の一端を述べたものである.
乙の作品の後半の部分で， Beatric己がEddieIこ告げ
る“Youwant somethin' else， Eddi巴， and you can 
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never have her!"の台詞は EddieIC強烈なショック
を与える. それは，妻 B巴atric巴が夫の真実 (彼の
Catherine I亡対する愛情が正常な叔父のものでなく恋
人のそれへと変化していること〕に触れたからであり，
また彼女が夫の心の中を知りぬいているからである.
Catherineと Rodolphoの関係、は， Eddieが言って
いる (Rodolphoが吋passportを獲得するための〉よう
なものではなく，強い愛情で結ばれたものである.第二
幕の最初の部分で， Catherineと Rodolphoははじめ
て二人きりになる. (乙れは二人の愛欲のシーンでもあ
る.)そして間もなくして， 乙の場面l乙Eddieが入っ
てくるが，との時， Eddie， Catherine， Rodolphoの三
人の関係は明瞭となる.すなわち，彼女は， Eddie I亡，
自分はもう子供ではないとと，愛情の対象は Eddieで
はなくて Rodolphoであることを，毅然と言いはなっ
ている.
Rodolphoが市民権を獲得するということは，彼が
Cath巴riョeとアメリカで家庭を築くととを意味する.
それゆえに，二人の恋愛ー結婚ーに対する Eddieの妨
害は「新しい家庭Jの誕生を壊すととになる.
Eddieは， Rodolphoと Catherineを自力で引き離
すことが全く不可能であるということを知ると，Alfieri 
のと乙ろへ相談に行く. そこで Eddieは，彼に，
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に-he(Rodolpho) ain't right... Mr Alueri， ter， there is too much love for the niece. Do you 
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the guy ain't right."という言葉を繰返すが，弁護士 understand what I'm saying to you?込1
であるAlfieriは彼に次のように述べるだけである。 Eddieは， Alfieriから彼の期待する助言が得られな
Moraliy and legally you 1旦ve TI:) rights~ you いことを知ると，ついに乙の地域では絶対に許されない
cannot stop it; she is a free agent.... l' m not 密告という行為に出るのである.すなわち，彼は，当局lζ
only telling you now， l'm vrarning you - the Marcoと Rodコlphoを売り渡すことによって，彼の社
law is n旦ture. T11巴lawi3 only a word for what 会 (RedHook Brooklyn)のおを破るのである. (誠
has a right t0 happen. VVh811 th巴lavv is wrong に皮肉な乙とであるが，彼らの不法入国は Alfieriが
it's because it's unn旦tural，but in this case it is Edc¥ie(乙示唆した，唯一の法律上の問題なのである.) 
natural anc¥ a riv邑rwill drown you if you buck 換言すれば， Eddieの裏切という行為は， 'quite civi-
it now. Let her go目 Andbless her."t8 lized Am巴rica'の「法律」にではなく， 彼の‘sma11
Eddieの将来の悲劇をすでに予測しているAlfMlz community，の「正義」に触れるのである Alfieri
乙の事件が「法律を意味する」弁護土には如何ともしが は，この地域における法律の意味について，次のよう
たいこと，また Eddieが彼らの恋を“stop"させる権 に述べている.
利は“moral.1y"にも“legally"にもないことを，説明 1 oftcn think that behind that suspicious little 
ずる Alfieriは，この作品の第一幕においてすでに次 nod of theirs li巴threethousand years of distrust. 
のように警告しているのである A lawyer means the law， and in Sicily， from 
. 1 don't quit巴 understandwhat 1 can do for where their fathers came， th巴 law has not been 
you. Is ther巴 a question of la'l'1 80m巴where.. . . a friendly idea sinc色 theGreeks were beaten.註12
Because there's nothing illegal about a girl falling またこの地域においては， Alfieri によると，ギヤン
in love with an immigrant. Eddie， I'm a lawyer グの親分であった AlCaponeは“thegreatest Car-
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1 caロonlydeal in what's provabl巴.... I'm only th旦ginian" だったのである.そして彼は続けている.
a lawy巴r，.. . ，;E!Q "Oh， there w己主巴 many here who wer巴justly shot 
Alfieriが述べるように， I若い娘が移民と恋をして by unjust men. Justic巴isvery important here，" dl4 
も違法な点は何もなしづというのは当然の乙とである Iここでは，正義(“justic巴")ということが非常に重
上の引用文中， Alfieriの「私は弁護士なんだJ (“I'm 要なのである」という彼の言葉は注目に値する.すなわ
a lawyer，")， I私は弁護士にすぎないんだJ (“I'm ち， Red Hook Brooldynの貧民街の人々の問では法律
only a lawyeじ".")という台詞は重要な意味を持つ (law)よりも正義(iustice)， 義理，人情の方が重要
ている.弁護士である Alfieriは， 法律上の問題を処 なのである。それゆえに，乙のような地域で，従兄弟を
理することはできるが，個人の privat告な問題には立 当局l己売り渡すという卑劣な行為がどんなにきびしい制
ち入る乙とができないのである.なお， Arthur Miller 裁を受けるか Eddie自身が充分認識しているところで
は，他の作品においても， Alfieriのような弁護士をし ある.
ばしば用いている.All kfy Sons (1947)の George， そして密告という手段(C出た Eddieにとっては，最
Death of a Salcsma叫 (1949)の Bernard，After the 早この地域における自己の存在は許されないことは明白
Fall (1964)の Quentin等々の人物は皆そうである. である園その結果，当然のこととして自己の破滅の回避
作者ば弁護士の仕事の持つ社会的な特性一社会的責任と は不可能となってくる.また，彼は，彼の愛するCathe-
いうものを重要視しているのであろう.そこでAlfieri rin巴からも，次のような侮辱的な言葉を受けることに
は， E剖ie~C，弁護士としてではなく，一人の友人とし なる". .， He's a rat! H巴 belongs in the 
て最後の警告を与えるのである sewer!.，. H巴bitespecple when they sleep! H巴
'vVe a11 love somebody， the wife， thc kids- comes when nobody's lookin' and poisons d巴cent
註15
every man's got s:lmebody that h巴loves，heh? people. In the garbag巴h巴belongs!" そして彼
註16
But 30m告times.，.there's too ffil1ch， YOl1 know? は， Marcoからも“Animal" と呼ばれる. このよ
there's too lTl.uch， and it gces "where it rnustn't. うに Eddi巴は周回の者から人間として最低の軽蔑の
A man works hard， he brings up child， 言葉を浴びせかけられるようになるのである. ととろ
sometimes it's a I2iece， sometimes even a daugh が，こうした Eddieも， ζの作品の最初の部分では，
t巴r，and he never realizes it， but through th巴 尊敬されていたのである.例えば， Beatric巴は Eddie
y巴乱rs-there is too nlUch love for the daughー に次のように言っている. “you're an angel! God'll 
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bless you." 当初“angel"の位置にあった Eddieも
ついには“anIlnal" の段階にまで堕落してしまうので
ある.密告の罪は非常に重く，最早消すことは不可能な
のである.
Eιldieが，最後になって， Marco vζ闘し、を挑むの
は， 彼が「密告者J ('inform巴r)や「近親相姦J
('incest')などといった不名誉な称号を持つては生き
て行けないからではないか. そしてまた Eddie は，
Marcoとの決闘において， 彼の男としての最後の自尊
心の一端，すなわち，面子を示そうとしたのではないだ
ろうか.
Eddieと Marcoが格闘するとき ROG.Jlphoは，
“No， Marco， please! Eddie， please， h巴haschild1'en! 
Y ou will kill a family!" と言っている.Rodolpho 
の台詞から分かるように， Marco の故郷の家族がどれ
ほど重要なものであるか理解されるのである.すなわ
ち，彼が Marcoを殺す乙とは彼のイタリャの家1矢を殺
すととにつながるのである だが，興奮の中に冷静さ
を喪失している Eddie には， Marcoの家族の重要性
など勿論眼中にはない.
なお， Eddieが， Marcoとの格闘において，刺され
た持，初版では“Catherine-Why?"と言っているが，
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改訂版では“Thenwhy - Oh， B. !"と叫んでいる.
Sheila Huftelがこの初版の台詞について‘'Thisis 
psychologically true." と言っているように， 初版
の方が改訂版よりも自然なように思われる.すなわ
ち，改訂版で，彼は，妻の名前を呼ぶ乙とによって，自
己を偽っていないだろうか.
註ヨ1
最後に， commentatorとしての Alfieri は， Eddie 
について同情的に次のように述べている.
. . . 1 tremble， fo1' 1 confess that something 
perversely pure calls to m巴 fromhis memo1'y-
not purely good， but himself pu1'ely， for he 
allowed himself to be wholly known 2nd fo1' 
that 1 think 1 will love him mo1'e than al my 
註22
8巴nsibleclients. 
(この Alfieriの同情の言葉は Death01 a Salesman 
のRequiemにおける Charleyの WillyLoman K対
する次のような台詞を， 想起させる。 “Nobody dast 
blame this man. You don't understand: Willy 
was a salesman， And fo1'旦 salesman，the1'e is no 
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1'ock bottom to the life... ") 
Alfi巴riの言葉“..園himselfpurely， fOT he allowed 
hims己lfto be wholly known" は，密告者としての
Eddie，“rat"や "animal"としての Eddieの姿を，
我々に忘れさせる Alfieriは， Eddi巴の中lとある
純粋な自己主張を認めているのである。しかし彼は，
Eddieが決して正しいとは言っていないのである.す
久也
なわち， Alfieriは， Eddi巴の裏切りという行為の結果
を責めるのではなし彼が自分の人生を純粋に生きたこ
とに対して心を動かされ，感動しているのである.
しかし我々は， Alfieri の言う Eddi巴の純粋さは理
解できるが，彼がそのために家族を犠性にしたこと，す
なわち，家族に対する電loyalty'と 'responsibility'を
欠いたことに対しては，彼は批難されてしかるべきであ
る，と思わざるを得ないのである.
MiJ1er は，この作品によって， 地域社会の生活者
Eddieが，近親相姦，密告という事件を起こすと同時
に，自己崩壊し，そしてその社会も彼を抹殺しようとす
るポリス的生活共同体を，描き出そうと試みたのであろ
う. (了〕
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